








1.はじめに

言語習得には大脳生理学的な意味で臨界期があるため,難聴児の早期発見,早期訓練が重要

であることはいうまでもない。平成 2年度より導入されてきている三歳児聴覚検診が有効

に活用されれば,遅くとも三歳までには両側難聴児が診断され,適切な措置がとられること

であろう。しかし,三歳という年齢は早期とはいえず,より低年齢での発見が望まれる。今

後早期発見を進めていくには,現在,両側難聴児がどのような経路で発見されているかを把

握する必要性がある。今回,難聴児の保護者が問題を感じて初めて相談した機関,またその

ときの指示内容などを検討したので報告する。


